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　村井勝先生より引き継ぎ，9 月より編集委員をして
おります。どうぞよろしくお願い申し上げます。
　私が初めて論文を執筆したのは，『臨床泌尿器科』
に投稿した症例報告でした。初めての経験でしたので，
初心者にありがちですが，あるだけのデータを取り入
れ，書けるだけの内容を盛り込みました。編集部から
は，鍵となる画像を絞り込むこと，説明を簡潔明瞭に
するようにと，的確な指示をいただきました。でき上
がった論文はすっきりとした内容になり，メッセージ
も伝わりやすくなっていました。それ以来，論文は簡
潔明瞭が大事であることが，機会あるごとにわかって
きました。立場が変わり，皆様の貴重な論文を拝読さ
せていただくこととなりました。編集委員会の叡智を
結集して，より良き論文になりますよう，また投稿し
ていただく皆様に満足していただけるよう努力してい
きたいと思っております。
　仕事に携わっているとき，または余暇を過ごしてい
るとき，さまざまな感情がとどまることなく湧いてく
ることと思います。仕事と余暇ではその性質がかなり
異なると思います。医師として，患者様に満足してい
ただける医療が提供できたときの，充実した高揚感，
喜びはかけがえのないものと思います。それゆえに私
たちは日々学習し，精進を続けているのだと思います。
孔子の言葉，「学びて時にこれを習う，また説（よろ
こ）ばしからずや。」では，学ぶは机上の学習，習う
は実践との解釈であったと思います。まさに私たちは

学習と実践を繰り返しています。
　『臨床泌尿器科』の「綜説」は知識の整理，あるい
はその分野の入門として活用していただければと思い
ます。ちょっとしたコツで手術が格段に上達すること
を経験されたことがあるかと思います。「手術手技」
ではエキスパートからコツを学んでいただけると思い
ます。「症例」では貴重な報告を共有し，日常診療の
備えとしていただければと思います。
　「さまざまな感情」と申しましたが，学習における
「目から鱗が落ちる」という感情は，ある意味プロ
フェッショナルならではの感情であると思います。私
は個人的には，日々「目からウロコ」を求めて雑誌を
読み，学会に参加しているような気がします。孔子は
さらに「学は及ばざるがごとくするも。なおこれを失
わんことを恐る。」とも言っています。現況に満足す
ることなく，継続して学習することの重要性を問いて
います。まさに目まぐるしく変化する医療に携わる私
達は，この言葉の普遍性を感じることと思います。そ
うして精進を続けていくと，「朝に道を聞きては，夕
べに死すとも可なり。」という心境に到達するのでしょ
うか。しかし，この言葉は重すぎて，この心境に至る
には個人の資質に依存するような気がいたします。い
ずれにしても，孔子は知性と徳性の調和を求められる
医師にとっては，かけがえのない言葉を残してくれて
いると思います。

 （大家基嗣）
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